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は
じ
め
に

　

沈
約
（
四
四
一
〜
五
一
三
）
は
、
南
朝
宋
の
「
正
史
」
の
編
纂
者
で
あ
る
。
彼
は
南
朝
斉

の
永
明
六
年
（
四
八
八
）
に
『
宋
書
』
の
紀
伝
部
分
を
提
出
し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

川
合
安
氏
の
、「
沈
約
「
宋
書
」
の
史
論
（
一
）」（
弘
前
大
学
『
文
経
論
叢
』
二
七
│
三
、
一
九

九
二
年
）
に
始
ま
る
一
連
の
訳
注
が
あ
り
、
各
巻
末
の
「
史
臣
曰
」
に
は
沈
約
自
身
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
確
認
し
て
い
る
。
論
者
は
、
文
学
研

究
の
立
場
か
ら
、
取
り
上
げ
た
人
物
に
対
す
る
『
宋
書
』
の
表
現
方
法
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
沈
約
の
そ
の
人
物
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で
、
何
承
天
（
三

七
〇
〜
四
四
七（（
（

）
も
特
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
何
承
天
は
、
元
嘉
暦

を
つ
く
っ
た
科
学
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
に
伝
わ
る
彼
の
詩
文
作
品
は

極
め
て
少
な
い
。
し
か
も
、
沈
約
『
宋
書
』
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て

伝
わ
っ
た
も
の
が
多
い
。
他
に
は
『
弘
明
集
』・『
広
弘
明
集
』・『
隋
書
』・『
通
典
』・『
初

学
記
』・『
芸
文
類
従
』
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、『
宋
書（（
（

』
の
記
述
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沈
約
に
と
っ
て
何
承
天
が

い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
試
み
で
あ
る
。

一
、
本
伝
に
お
け
る
「
安
辺
論
」
と
「
議
」
の
引
用

　
『
宋
書
』
で
何
承
天
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
本
伝
（
巻
六
十
四
、
一
八
六
二
〜
一
八
七
一
頁
）

に
は
、
そ
の
長
文
ゆ
え
に
『
南
史
』
で
は
「
文
多
不
載（（
（

（
文
多
け
れ
ば
載
せ
ず
）」
と
割
愛

さ
れ
て
い
る
「
安
辺
論
」
が
、
上
表
と
と
も
に
長
々
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
宋
書
』
で

沈
約
自
身
の
考
え
を
述
べ
る
「
史
臣
曰
」
以
下
の
部
分
に
、
そ
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

博
而
篤
矣
、
載
之
云
爾
（
博
に
し
て
篤
け
れ
ば
、
之
を
載
す
と
し
か
い
ふ
）
巻
三
三
何
承

天
伝
、
一
八
七
二
頁
。

博
引
旁
証
な
篤
論
だ
か
ら
載
せ
た
の
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
伝
の
過

半
を
占
め
る
こ
の
引
用
が
不
自
然
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

も
う
一
点
、
不
自
然
に
み
え
る
の
は
、
本
伝
に
五
篇
も
の
「
議
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「「
議
」
が
か
な
ら
ず
口
頭
で
な
く
、
文
書
の
「
議
」
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
典
拠
の
な
い
議
論
や
恣
意
的
議
論
」
が
摘
発
さ
れ
、
懲
罰

の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た（（
（

な
ら
ば
、
博
学
の
母
に
育
て
ら
れ
、「
儒
史
百
家
、
該
覧

せ
ざ
る
は
莫
（
儒
史
百
家
、
莫
不
該
覧
）
巻
三
三
何
承
天
伝
、
一
八
六
二
頁
」
く
、
八
百
巻
あ
っ

た
『
礼
論（（
（

』
を
三
百
巻
に
編
集
し
な
お
す
ほ
ど
学
究
肌
で
あ
っ
た
何
承
天
の
伝
に
「
議
」

を
多
く
引
用
す
る
こ
と
は
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

二
、
謝
晦
伝
に
お
け
る
代
作
の
引
用
と
夷
蛮
伝
に
お
け
る

　
　
慧
琳
「
均
善
論
」
の
紹
介

　

沈
約
『
宋
書
』
に
お
い
て
は
、
本
伝
で
は
な
い
列
伝
部
分
に
も
、
何
承
天
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
謝
晦
伝
な
ど
に
は
、
一
読
し
た
印
象
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
何
承
天
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
謝
晦
伝
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
何
承
天
伝
の
次
の
記
載
に

よ
っ
て
わ
か
る
。

元
嘉
三
年
、
晦
将
見
討
（
中
略
）、
使
承
天
造
立
表
檄
（
元
嘉
三
年
、
晦 

将
に
伐
た
れ
ん
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と
す
る
や
（
中
略
）、
承
天
を
し
て
表
檄
を
造
立
せ
し
む
）
巻
六
十
四
何
承
天
伝
、
一
八
六

三
頁
。

謝
晦
伝
（
巻
四
十
四
、
一
四
六
三
〜
一
四
七
八
頁
）
に
引
用
さ
れ
る
作
品
の
う
ち
、
表
二
篇
と

檄
一
篇（（
（

は
、
何
承
天
に
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。『
南
史
』（
巻
十
九
、
五
二

一
〜
五
二
五
頁
）
の
よ
う
に
謝
晦
伝
か
ら
何
承
天
の
代
作
を
ほ
ぼ
削
除
す
る
と
、
伝
の
分

量
が
三
分
の
一
程
度
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
。
沈
約
は
、
何
承
天
が
代
作
し
た
表
や
檄
の

史
料
的
価
値
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
夷
蛮
伝
の
例
も
面
白
い
。
こ
の
巻
に
何
承
天
は
直
接
に
は
全
く
登
場
し
な
い
の

だ
が
、
慧
琳
の
「
均
善
論
」（「
白
黒
論
」）
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
承
天
が

立
ち
現
れ
て
く
る（（
（

。

三
、「
史
臣
曰
」
と
「
史
臣
案
」

　

本
紀
と
列
伝
に
お
い
て
、
沈
約
は
史
論
部
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
「
史
臣
曰
」

で
開
始
す
る
体
裁
を
と
っ
て
い
る（（
（

。

　

紀
伝
の
末
尾
部
分
で
例
外
的
に
「
或
人
問
史
臣
曰
」
と
な
っ
て
い
る
巻
五
十
八（（
（

で
評
価

対
象
と
な
っ
て
い
る
三
名
に
つ
い
て
、
沈
約
は
巻
五
十
三
で
す
で
に
当
該
巻
の
伝
主
で
あ

る
江
夷
・
謝
方
明
と
並
べ
、「
江
夷
・
謝
方
明
・
謝
弘
微
・
王
恵
・
王
球
、
学
義
の
美
は
、

未
だ
以
て
名
を
成
す
に
足
ら
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
貞
心
雅
体
は
、
廷
臣 
罕
に
及
ぶ
所
な

り
（
江
夷
・
謝
方
明
・
謝
弘
微
・
王
恵
・
王
球
、
学
義
之
美
、
未
足
以
成
名
、
而
貞
心
雅
体
、
廷
臣
所

罕
及
）、
一
六
六
四
頁
」
と
、
礼
楽
と
い
う
学
問
で
名
を
成
す
レ
ベ
ル
で
は
な
い
が
、
先

に
す
べ
き
「
質
」
に
つ
い
て
は
十
分
に
身
に
つ
け
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
巻
五
十
八
で
、
謝
弘
微
と
王
恵
・
王
球
と
の
違
い
を
問
答
形
式
で
記
す
。

或
人
問
史
臣
曰
、「
王
恵
何
如
」、
答
之
曰
、「
令
明
簡
」。
又
問
、「
王
球
何
如
」、
答

曰
、「
倩
玉
淡
」。
又
問
、「
謝
弘
微
何
如
」、
曰
、「
簡
而
不
失
、
淡
而
不
流
、
古
之

所
謂
名
臣
、
弘
微
当
之
矣
」。（
或
る
人
史
臣
に
問
ひ
て
曰
く
、「
王
恵
は
何
如
」
と
、
之
に

答
へ
て
曰
く
、「
令
明
は
簡
な
り
」
と
。
又
問
ふ
、「
王
球
は
何
如
」
と
、
答
へ
て
曰
く
、「
倩
玉

は
淡
な
り
」
と
。
又
問
ふ
に
、「
謝
弘
微
は
何
如
」
と
、
曰
く
、「
簡
に
し
て
失
は
ず
、
淡
に
し
て

流
れ
ず
、
古
の
所
謂
名
臣
は
、
弘
微 

之
に
当
た
る
」
と
。）

巻
五
十
三
の
「
史
臣
曰（（1
（

」
と
あ
わ
せ
解
釈
す
れ
ば
、
沈
約
は
謝
弘
微
に
つ
い
て
、
廷
臣
と

し
て
名
を
成
す
人
物
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
そ
れ
を
礼
楽
や
芸
能
な
ど
の
文
化
装
置
を

使
っ
て
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
学
問
に
つ
い
て
は
名
を
成
す
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い

な
い
、
と
評
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
史
臣
曰
」
で
始
ま
る
史
論
が
な
い
「
志
」
に
お
い
て
も
、
実
は
「
史
臣
」
を
使
っ
て

沈
約
自
身
の
見
解
を
示
す
部
分
が
あ
る
。
紀
伝
で
自
己
の
見
解
を
直
接
示
す
目
印
と
し
て

使
い
、
重
要
な
役
割
を
持
た
せ
自
称
と
し
た
「
史
臣
」
と
い
う
語
を
、
紀
伝
よ
り
も
後
に

編
集
し
終
わ
り
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
な
「
志
」
に
お
い
て（（（
（

、
沈
約
が
他
称
と
し
て

使
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
「
史
臣
案
」
の
形
で
明
示
さ
れ
て
い
る
十
条
の
う
ち
、
本
稿
で
注
目
す
る
の
は
、
何
承

天
の
考
え
と
併
記
さ
れ
て
い
る
二
条
で
あ
る
。

四
、
礼
志
に
お
け
る
「
史
臣
案
」

　
「
史
臣
案
」
と
し
て
沈
約
が
考
え
を
ど
の
よ
う
に
披
露
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

礼
志
の
例
を
み
る
。

史
臣
案
、
今
結
旌
綏
旌
同
、
而
徳
車
・
武
車
之
所
不
建
。
又
木
牛
之
義
、
亦
未
灼
然

可
暁
。
又
案
、
周
礼
弁
載
法
物
、
莫
不
詳
究
。
然
無
相
風
・
罼
網
・
旄
頭
之
属
。
此

非
古
制
明
矣
。
何
承
天
謂
戦
国
並
争
、
師
旅
数
出
。
懸
烏
之
設
、
務
察
風
祲
、
宜
是

秦
矣
。（
史
臣
案
ず
る
に
、
今 

旌
を
結
び
旌
を
綏さ

げ
る
は
同
じ
、
而
れ
ど
も
徳
車
・
武
車
の
建

て
ざ
る
所
な
り
。
又
木
牛
の
義
も
、
亦
未
だ
灼
然
と
暁
ら
か
に
す
べ
か
ら
ず
。
又
案
ず
る
に
、
周

礼
は
法
物
を
弁
載
し
、
詳
究
せ
ざ
る
は
な
し
。
然
れ
ど
も
相
風
・
罼
網
・
旄
頭
の
属 

無
し
。
此

れ
古
制
に
非
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
何
承
天 

謂
へ
ら
く
戦
国
並
び
に
争
ひ
、
師
旅 

数
し
ば
出

だ
さ
る
。
懸
烏
の
設
、
務
め
は
風
の
祲さ

か
んな

る
を
察し

る
に
あ
れ
ば
、
宜
し
く
是
れ
秦
な
る
べ
し
）
巻

十
八
礼
五
、
五
四
六
頁
。

こ
れ
は
、
天
子
の
車
列
に
つ
い
て
記
す
中
で
、
車
に
つ
け
る
物
品
に
つ
い
て
正
確
に
捉
え

よ
う
と
苦
労
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
使
わ
れ
て
い
る
単
語
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の

を
指
し
、
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
吟
味
す
る
中
で
、
何
承
天
の
舅
父
の
徐
広
『
車

服
注
』
に
基
づ
い
て
考
え
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
の
が
、
引

用
最
初
の
「
史
臣
案
」
で
あ
る
。
次
の
「
又
案
」
で
は
、
相
風
・
罼
網
・
旄
頭
な
ど
、
車

に
つ
け
る
も
の
に
つ
い
て
、『
周
礼
』
に
記
載
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
後
出
の
も
の
だ
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と
断
定
す
る
。
そ
れ
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
相
風
に
つ
い
て
の
何
承
天
の
説
を

引
き
、
相
風
烏
を
車
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
風
を
み
る
必
然
性
が
あ
っ
た
秦
か

ら
だ
と
す
る
。

　
「
秦 
礼
学
を
滅
し
、
事 

多
く
古
に
違
ふ
（
秦
滅
礼
学
、
事
多
違
古
）
巻
十
八
礼
五
、
五
三

九
頁
」
と
嘆
く
沈
約
は
、「
史
臣
案
」
の
前
後
で
、
様
々
な
説
を
引
き
な
が
ら
、
正
確
な

理
解
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
楽
志
に
お
け
る
「
史
臣
案
」

　

こ
こ
で
は
、
楽
志
で
の
例
を
確
認
す
る
。

何
承
天
曰
、「
世
咸
伝
呉
朝
無
雅
楽
。案（（1
（

、孫
皓
迎
父
喪
明
陵
、唯
云
倡
伎
昼
夜
不
息
。

則
無
金
石
登
歌
可
知
矣
。」
承
天
曰
、「
或
云
、今
之
神
絃
、孫
氏
以
為
宗
廟
登
歌
也
。」

史
臣
案
、
陸
機
孫
権
誄
「
肆
夏
在
廟
、
雲
翹
承
囗（（1
（

」。
機
不
容
虚
設
此
言
。
又
韋
昭

孫
休
世
上
鼓
吹
鐃
歌
十
二
曲
表
曰
、「
当
付
楽
官
善
歌
者
習
歌
。」
然
則
呉
朝
非
無
楽

官
。
善
歌
者
乃
能
以
歌
辞
被
糸
管
。
寧
容
止
以
神
絃
為
廟
楽
而
已
乎（（1
（

。（
何
承
天
曰
く
、

「
世 

咸 

呉
朝
に
雅
楽
無
し
と
伝
ふ
。
案
ず
る
に
、
孫
皓 

父
の
喪
を
明
陵
に
迎
ふ
る
に
、
唯
だ
倡

伎
昼
夜
息
ま
ず
と
云
ふ
の
み
。
則
ち
金
石
の
登
歌
無
き
こ
と
知
る
べ
し
」
と
。
承
天
曰
く
、「
或

ひ
は
、
今
の
神
絃
、
孫
氏
以
為
へ
ら
く
宗
廟
の
登
歌
な
り
と
云
ふ
」
と
。
史
臣
案
ず
る
に
、
陸
機

の
孫
権
誄
に
「
肆
夏 

廟
に
在
り
、
雲
翹 

囗
に
承
く
」
と
。
機 

此
の
言
を
虚
設
と
す
る
を
容
れ
ず
。

又 

韋
昭 

孫
休
の
世
に
鼓
吹
鐃
歌
十
二
曲
を
上
る
表
に
曰
く
、「
当
に
楽
官
に
付
し
て
歌
を
善
く

す
る
者
を
し
て
習
歌
せ
し
む
べ
し
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
呉
朝 

楽
官
無
き
に
非
ず
。
歌
を
善
く
す

る
者
は
乃
ち
能
く
歌
辞
を
以
て
糸
管
を
被う

く
。
寧
ん
ぞ
止た

だ
神
絃
を
以
て
廟
楽
と
為
す
の
み
な
る

を
容
れ
ん
や
）
巻
十
九
楽
一
、
五
八
九
頁
。

こ
れ
は
、
天
地
や
宗
廟
の
祭
祀
に
お
け
る
雅
楽
整
備
の
紆
余
曲
折
を
述
べ
て
い
る
中
に
置

か
れ
た
一
節
で
あ
る
。
何
承
天
は
、
呉
の
孫
皓
が
亡
き
父 

孫
和（（1
（

を
祭
る
際
に
「
七
日
三

祭
に
比つ

ぎ
、
倡
伎
昼
夜
娯
楽
す
（
比
七
日
三
祭
、
倡
伎
昼
夜
娯
楽
）『
三
国
志
』
巻
五
十
九
呉

主
五
子
伝
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
呉
に
は
雅
楽
が
無
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
。
何
承
天
は
更
に
踏
み
込
ん
で
、
民
間
で
雑
神
の
祭
祀

に
用
い
ら
れ
る
歌
曲
を
孫
呉
で
は
宗
廟
祭
祀
の
歌
曲
と
し
て
演
奏
し
て
い
た
と
い
う
説
を

挙
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
沈
約
は
、
陸
機
「
孫
権
誄
」
に
、
宗
廟
で
演
奏
さ
れ
る
曲
と
、

郊
祀
で
舞
わ
れ
る
舞（（1
（

に
つ
い
て
の
記
述
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
陸
機
は
信
憑
性
を
疑

わ
れ
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
反
論
す
る
。
沈
約
は
さ
ら
に
、
韋
昭
が
呉
の

「
鼓
吹
鐃
歌
」
を
作
成
し
提
出
す
る
に
際
し
て
、
楽
官
に
託
し
て
歌
の
上
手
な
者
に
習
得

さ
せ
る
よ
う
に
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
呉
に
も
雅
楽
に
携
わ
る
楽
官
が
い
た
こ

と
の
証
左
と
す
る
。
さ
ら
に
、
楽
器
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
正
確
な
歌
詞
で
歌
う
技
術
が
あ

る
者
が
い
る
か
ら
に
は
、
俗
楽
を
雅
楽
と
混
同
し
て
い
た
だ
け
だ
と
す
る
よ
う
な
説
は
受

け
い
れ
が
た
い
と
、
強
い
調
子
で
主
張
す
る
。

　

沈
約
は
、
礼
志
で
は
自
説
を
補
強
す
る
た
め
に
何
承
天
の
説
を
使
い
、
楽
志
で
は
何
承

天
に
反
論
し
て
い
る
。
学
者
と
し
て
の
何
承
天
に
対
す
る
敬
意
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
対

峙
の
仕
方
に
よ
っ
て
み
え
て
く
る
。

六
、「
鼓
吹
鐃
歌
」
の
私
造
と
五
言
「
芳
樹
」
の
誕
生

　

何
承
天
の
詩
で
、
唯
一
今
日
ま
で
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
「
鼓
吹
鐃
歌
」
十

五
篇（（1
（

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、『
宋
書
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
こ
さ
れ
た
。

　
『
宋
書
』
に
引
か
れ
る
「
鼓
吹
鐃
歌
」
は
、
漢
の
「
鼓
吹
鐃
歌
」・
魏
の
繆
襲
の
「
鼓
吹

曲
」・
晋
の
傅
玄
の
「
鼓
吹
歌
曲
」・
呉
の
韋
昭
の
「
鼓
吹
曲
」・
今
鼓
吹
鐃
歌
詞
・
何
承

天
の
「
鼓
吹
鐃
歌
」
の
六
種
類
だ
が
、
何
承
天
の
も
の
は
「
鼓
吹
鐃
歌
」、
そ
し
て
「
楽

志
一
」
の
最
後
に
位
置
す
る
。
直
前
に
あ
る
の
は
、「
楽
人 

音
声
を
以
て
相
伝
ふ
、
訓

詁 

復
た
解
す
べ
か
ら
ず
（
楽
人
以
音
声
相
伝
、
訓
詁
不
可
復
解
）
巻
二
十
二
楽
四
、
七
一
七
頁
」

と
し
て
引
か
れ
る
「
今
の
鼓
吹
鐃
歌
の
詞
」
で
あ
る
。
漢
・
魏
・
晋
と
い
う
流
れ
に
沿
っ

て
並
べ
、
そ
の
後
に
「
正
統
」
で
は
な
い（（1
（

三
種
類
の
「
鼓
吹
鐃
歌
」
が
引
か
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
で
あ
る
と
し
て
も
、
歌
詞
の
意
味
が
不
明
な
「
今
」
の
も
の
を
引
い

た
後
に
、ど
う
し
て
時
間
的
に
戻
っ
て
何
承
天
の
作
を
引
い
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、「
何

承
天
義
煕
中
私
造
」（
巻
二
十
二
楽
四
、
七
一
八
頁
）
の
作
品
だ
か
ら
で
あ
る
。
沈
約
は
、
何

承
天
の
も
の
が
「
鼓
吹
鐃
歌
」
の
公
的
性
格
と
は
相
容
れ
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
「
楽

志
」
に
載
せ
た
の
で
あ
る
。
沈
約
に
そ
の
判
断
を
さ
せ
た
も
の
が
何
か
を
考
え
る
上
で
重

要
な
の
が
、「
芳
樹
篇（（1
（

」
で
あ
る
。
題
詞
を
み
る
だ
け
で
も
、
魏
の
繆
襲
・
呉
の
韋
昭
・

晋
の
傅
玄
と
も
に
頌
徳
の
内
容
を
も
ち
、
組
曲
で
あ
る
「
鼓
吹
鐃
歌
」
の
一
部
分
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
魏
鼓
吹
曲
十
二
篇　

繆
襲
造
」、
漢
第
十
一
曲
芳
樹
、
今
第
十
一
曲
邕
熙
、
言
魏

氏
臨
其
国
、
君
臣
邕
穆
、
庶
績
咸
熙
也
。

「
晋
鼓
吹
歌
曲
二
十
二
篇　

傅
玄
作
」「
天
序　

古
芳
樹
行
」、
天
序
、
言
聖
皇
応
暦

受
禅
、
弘
済
大
化
、
用
人
各
尽
其
才
也
。

「
呉
鼓
吹
曲
十
二
篇　

韋
昭
造
」、
承
天
命
者
、
言
上
以
聖
徳
践
位
、
道
化
至
盛
也
。

漢
曲
有
芳
樹
、
此
篇
当
之
。
第
十
一
。

こ
れ
ら
、
天
下
国
家
に
か
か
わ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
に
対
し
て
、
題
詞
が
つ
い
て

い
な
い
何
承
天
の
「
芳
樹
」
の
内
容
は
個
人
的
な
感
懐
に
と
ど
ま
り
、
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ

い
。
い
ま
、
形
式
的
な
特
徴
を
み
る
た
め
詩
の
原
文
の
み
を
挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

芳
樹
生
北
庭
、
豊
隆
正
裴
徊
。
翠
穎
陵
冬
秀
、
紅
葩
迎
春
開
。
佳
人
閑
幽
室
、
恵
心

婉
以
諧
。
蘭
房
掩
綺
幌
、
緑
草
被
長
階
。
日
夕
游
雲
際
、
帰
禽
命
同
棲
。
皓
月
盈
素

景
、
涼
風
払
中
閨
。
哀
弦
理
虛
堂
、
要
妙
清
且
悽
。
嘯
歌
流
激
楚
、
傷
此
碩
人
懐
。

梁
塵
集
丹
帷
、
微
飆
揚
羅
袿
。
豈
怨
嘉
時
莫
、
徒
惜
良
願
乖
。（
七
二
一
頁
）。

他
の
も
の
と
は
異
な
り
、
完
全
な
五
言
詩
で
あ
る
。
し
か
も
、「
君
主
の
寵
愛
を
失
っ
た

宮
中
の
女
性
を
描
い
た
抒
情
的
な
作
品（11
（

」
で
あ
り
、『
玉
台
新
詠
』
に
と
ら
れ
て
い
た
と

し
て
も
そ
れ
ほ
ど
に
は
違
和
感
を
覚
え
な
い
作
と
い
え
る
。

　

沈
約
は
、『
宋
書
』
の
紀
伝
を
提
出
し
た
頃
に
「
芳
樹
」
と
い
う
詩
を
つ
く
っ
て
い
る
。

「
芳
樹
」
の
古
辞
は
、
風
に
揺
れ
る
木
々
の
よ
う
に
、
恋
人
が
他
の
女
に
心
を
移
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
嫉
妬
の
情
が
隠
喩
と
し
て
託
さ
れ
て
い
る
が
、
沈

約
、
謝
朓
、
王
融
の
詩
は
、
芳
し
い
桂
の
樹
が
や
が
て
寒
い
季
節
の
訪
れ
と
共
に
枯

れ
果
て
て
し
ま
う
こ
と
を
感
傷
的
に
詠
う（1（
（

。

　

何
承
天
の
五
言
二
十
句
に
対
し
て
沈
約
・
謝
朓
・
王
融
の
作（11
（

は
五
言
八
句
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
興
味
深
い
事
実
に
気
づ
く
。

　

そ
れ
は
、
傅
玄
「
作
」
の
も
の
に
は
な
い
句
数
と
字
数
の
表
示
が
、
繆
襲
「
造
」
と
韋

昭
「
造
」
の
も
の
に
は
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

繆
襲
造　

右
邕
熙
曲
凡
十
五
句
、
其
六
句
句
三
字
、
三
句
句
四
字
、
一
句
二
字
、
三

句
句
五
字
、
二
句
句
六
字
。

韋
昭
造　

右
承
天
命
曲
凡
三
十
四
句
、
其
十
九
句
句
三
字
、
二
句
句
五
字
、
十
三
句

句
四
字
。

何
承
天
の
作
に
句
数
と
字
数
の
表
示
は
な
い
も
の
の
、
沈
約
は
「
私
造
」
さ
れ
た
「
芳
樹
」

の
字
句
の
数
を
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
沈
約
が
や
や
強
引
に
楽
志
に
何
承
天
の
作

を
載
せ
た
の
は
、
す
で
に
実
作
し
て
い
た
彼
が
、
何
承
天
の
作
の
も
つ
新
し
さ
を
歴
史
に

埋
も
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
、
新
法
の
私
撰
と
元
嘉
暦
の
改
定

　
「
鼓
吹
鐃
歌
」
を
「
私
造
」
し
て
い
た
何
承
天
は
、
暦
も
「
私
撰
」
し
て
い
た
。

宋
太
祖
頗
好
暦
数
。
太
子
率
更
令
何
承
天
私
撰
新
法
（
宋
の
太
祖 

頗
る
暦
数
を
好
む
。

太
子
率
更
令 

何
承
天 

私
に
新
法
を
撰
す
）
巻
十
二
律
暦
中
、
二
八
六
頁
。

暦
数
を
好
ん
だ
文
帝
に
何
承
天
は
新
た
な
暦
を
上
り
、
修
正
す
べ
き
点
を
乞
う
た
。
何
承

天
が
個
人
的
に
作
成
し
て
い
た
暦
は
、
当
初
非
常
に
科
学
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

定
朔
望
を
き
め
る
計
算
法
は
、
す
で
に
劉
洪
の
乾
象
暦
に
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
実
際
に
月
の
大
小
を
き
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
、
何
承
天
が
最
初
で
あ

る
（
中
略
）
こ
の
改
暦
の
動
機
は
、
全
く
景
初
暦
が
天
象
と
合
致
し
な
く
な
っ
た
こ

と
に
原
因
が
あ
る
。
ま
た
従
来
の
暦
法
で
上
元
の
時
に
日
月
五
星
が
い
ず
れ
も
基
準

状
態
に
あ
り
と
し
、
そ
れ
を
計
算
の
起
点
と
し
て
い
た
が
、
元
嘉
暦
で
は
五
星
そ
れ

ぞ
れ
に
別
個
の
計
算
起
点
を
採
用
し
た
。
さ
ら
に
元
嘉
暦
の
創
始
と
し
て
有
名
な
の

は
計
算
技
術
の
面
で
調
日
法
を
創
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
一
月
の

長
さ
を
計
算
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
そ
の
日
の
端
数
を
分
数
で
表
わ
す
の
に
、
観
測

値
を
強
弱
二
つ
の
分
数
で
は
さ
み
、
こ
の
強
率
、
弱
率
よ
り
進
ん
で
観
測
値
に
近
づ

け
る
方
法
で
あ
る（11
（

。

定
朔
望
は
定
朔
法
と
も
称
さ
れ
る
。

定
朔
法
と
は
、
日
月
の
実
際
の
運
動
を
考
慮
し
て
毎
月
の
朔
を
決
定
す
る
暦
術
で
あ

る
。
伝
統
的
な
暦
法
で
は
日
月
の
平
均
運
動
に
基
づ
い
て
朔
望
を
計
算
す
る
平
朔
法

と
呼
ば
れ
る
方
法
が
用
い
ら
れ
、
暦
上
の
朔
と
実
際
の
朔
と
が
齟
齬
を
来
す
現
象
が

生
じ
て
い
た
。（
中
略
）
元
嘉
暦
で
は
定
朔
法
は
提
議
さ
れ
た
も
の
の
、
採
用
に
は
至

ら
な
か
っ
た（11
（

。

何
承
天
が
最
初
に
提
出
し
た
「
新
法
」
は
、
舅
父
の
徐
広
の
四
十
年
に
わ
た
る
観
察
記
録
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を
受
け
継
ぎ
、
何
承
天
自
身
も
四
十
年
間
研
究
し
た
結
果
の
も
の
で
あ
っ
た（11
（

。
そ
の
成
果

と
し
て
の
「
新
法（11
（

」
の
最
大
の
改
革
点
で
あ
っ
た
定
朔
法
は
、
理
論
的
に
正
し
い
と
認
め

ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
便
性
を
優
先
さ
れ
却
下
さ
れ
た
。
何
承
天
は
平
朔
法
に
戻

す
こ
と
を
受
け
入
れ
、
暦
を
修
正
し
提
出
し
た
。

承
天
乃
改
新
法
依
旧
術
（
承
天 

乃
ち
新
法
を
改
め
旧
術
に
依
る
）
巻
十
二
律
暦
中
、
二

八
九
頁
。

そ
の
結
果
、
元
嘉
二
十
二
（
四
四
五
）
年
に
改
訂
版
の
元
嘉
暦
が
採
用
さ
れ
た
。

二
十
二
年
春
正
月
辛
卯
朔
、
改
用
御
史
中
丞
何
承
天
元
嘉
新
暦
（
二
十
二
年
春
正
月
辛

卯
朔
、
改
め
て
御
史
中
丞
何
承
天
の
元
嘉
の
新
暦
を
用
ふ
）
巻
五
文
帝
紀
、
九
九
頁
。

　

元
嘉
暦
は
、
こ
の
後
、
梁
の
天
監
八
（
五
〇
九
）
年
ま
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
元

嘉
十
八
（
四
四
一
）
年
か
ら
天
監
十
二
（
五
一
三
）
年
に
か
け
て
生
き
た
沈
約
は
、
そ
の
生

涯
の
ほ
と
ん
ど
を
元
嘉
暦
の
中
で
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
宋
書
』
に
お
い
て
、
謝
霊
運
や
陶
淵
明
、
鮑
照
に
対
す
る
沈
約
の
称
揚
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
本
伝
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
え
て
く
る（11
（

。
本
稿
で
は
、
自
序
で
沈
約
『
宋
書
』

の
素
材
を
つ
く
っ
た
歴
史
家
の
起
点
に
据
え
ら
れ
て
い
る
何
承
天
を
取
り
上
げ
、
彼
に
関

連
す
る
記
述
方
法
の
特
性
を
探
る
中
で
、
何
承
天
に
関
わ
る
記
述
の
特
徴
が
「
志
」
の
部

分
に
顕
著
で
あ
る
と
分
析
し
、
沈
約
『
宋
書
』
に
は
、
学
問
の
成
果
を
表
現
活
動
に
結
び

つ
け
た
学
者
に
対
す
る
敬
意
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。

宋
故
著
作
郎
何
承
天
始
撰
宋
書
、
草
立
紀
伝
、
止
於
武
帝
功
臣
、
篇
牘
未
広
。
其
所

撰
志
、
唯
天
文
・
律
暦
（
宋
の
故
の
著
作
郎
何
承
天 

始
め
て
宋
書
を
撰
し
、
紀
伝
を
草
立
す

る
も
、
武
帝
の
功
臣
に
止
ま
り
、
篇
牘
未
だ
広
か
ら
ず
。
其
の
撰
す
る
所
の
志
は
、
唯
だ
天
文
・

律
暦
の
み
）
巻
一
百
、
二
七
〇
六
頁
。

こ
こ
だ
け
を
切
り
取
っ
て
読
む
と
、
沈
約
は
何
承
天
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、『
宋
書
』
の
記
載
を
注
意
深
く
検
討
し
た
結
果
浮
か
び

上
が
っ
た
の
は
、
沈
約
の
何
承
天
に
対
す
る
深
い
敬
意
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
沈
約
は
、

何
承
天
が
、
厳
密
な
科
学
的
思
考
と
博
学
を
、
暦
や
楽
府
の
表
現
に
結
実
さ
せ
た
こ
と
を

高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注（1
）　

何
承
天
の
生
卒
年
に
つ
い
て
、
楊
恩
玉
は
三
七
九
〜
四
五
六
年
と
す
る
。（『
何
承
天
伝
』
八
〜

一
六
頁
「
二
、
何
承
天
的
生
卒
年
」
一
六
頁
、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）　

本
稿
で
は
、『
宋
書
』
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
中
華
書
局
の
点
校
本
（
修
訂
本
）
に

基
づ
く
。

（
3
）　
『
南
史
』
で
は
、「
安
辺
論
」
を
引
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
背
景
と
内
容
を
極
め
て
簡
潔
に
ま
と

め
て
い
る
（「
時
魏
軍
南
伐
、
文
帝
訪
群
臣
捍
禦
之
略
。
承
天
上
安
辺
論
、
凡
陳
四
事
。
其
一
、

移
遠
就
近
、
以
実
內
地
。
其
二
、
浚
復
城
隍
、
以
増
阻
防
。
其
三
、
纂
偶
車
牛
、
以
飾
戎
械
。
其

四
、
計
丁
課
仗
、
勿
使
有
闕
。
文
多
不
載
」
巻
三
三
何
承
天
伝
、
八
七
〇
頁
）。
本
稿
で
は
、『
南

史
』
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
中
華
書
局
の
点
校
本
（
一
九
七
五
年
版
）
に
基
づ
く
。

（
4
）　

中
村
圭
爾
『
六
朝
政
治
社
会
史
研
究
』
一
七
一
〜
二
二
二
頁
「
第
五
章　

南
朝
に
お
け
る
議
」

二
一
五
・
二
一
六
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
5
）　
「
先
是
、
礼
論
有
八
百
巻
、
承
天
刪
減
并
合
、
以
類
相
従
、
凡
為
三
百
巻
」
巻
六
十
四
何
承
天
伝
、

一
八
七
一
頁
）。

（
6
）　

厳
可
均
は
三
作
品
に
つ
い
て
、
何
承
天
の
集
に
組
み
入
れ
て
い
る
。「
案
、
何
承
天
伝
云
、
晦

将
見
討
、
使
承
天
造
立
表
檄
、
則
晦
伝
所
載
之
二
表
及
檄
、
当
編
入
承
天
集
中
」（「
全
宋
文
」
謝

晦
題
下
注
。『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
二
六
二
一
a
、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
影
印
）。

（
7
）　

稀
代
麻
也
子
（
陳
俐
君
訳
）「
従
『
宋
書
』
表
現
手
法
論
「
夷
蛮
伝
」
引
用
「
均
善
論
」
的
意
義
」

（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
『
中
国
文
哲
研
究
通
訊
』
三
一
│
二
、
二
〇
二
一
年
）。

（
8
）　

原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
巻
四
少
帝
紀
は
「
史
臣
曰
」
を
欠
い
て
お
り
、
点
校
本
が
指
摘
す
る

よ
う
に
部
分
的
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
（「
蓋
即
本
巻
史
臣
曰
之
残
存
結
尾
語
」、
七
六
頁
）。
同
じ

く
「
史
臣
曰
」
を
欠
く
巻
四
十
六
に
つ
い
て
、
鄭
穆
は
沈
約
の
原
型
で
は
な
い
と
す
る
（「
伝
末

又
無
史
臣
論
、
疑
非
約
書
」、
一
五
二
一
頁
）。

（
9
）　
「
本
条
は
、
三
人
の
人
物
評
論
の
形
を
と
り
つ
つ
、
謝
弘
微
の
卓
越
し
た
人
格
を
浮
き
彫
り
に

す
る
。
こ
の
三
人
に
つ
い
て
の
評
論
は
、
す
で
に
」、「
巻
五
三
「
史
臣
曰
」
の
条
に
み
え
る
が
、

そ
れ
を
さ
ら
に
展
開
し
た
の
が
本
条
で
あ
る
」。
川
合
安
「
沈
約
『
宋
書
』
の
史
論
（
二
）」（
弘

前
大
学
人
文
学
部
『
文
経
論
叢
』
二
十
八
│
三
、
一
九
九
三
年
三
月
）。

（
10
）　
「
史
臣
曰
、
為
国
之
道
、
食
不
如
信
、
立
人
之
要
、
先
質
後
文
。
士
君
子
当
以
体
正
為
基
、
踏

義
為
本
、
然
後
飾
以
芸
能
、
文
以
礼
楽
、
苟
或
難
備
、
不
若
文
不
足
而
質
有
余
也
。
是
以
小
心
翼

翼
、
可
祗
事
於
上
帝
、
嗇
夫
喋
喋
、
終
不
離
於
虎
圏
。
江
夷
・
謝
方
明
・
謝
弘
微
・
王
恵
・
王
球
、

学
義
之
美
、
未
足
以
成
名
、
而
貞
心
雅
体
、
廷
臣
所
罕
及
。
詩
云
「
温
温
恭
人
、
惟
徳
之
基
」、

信
矣
」（
一
六
六
四
頁
）。

（
11
）　
「
志
」
が
本
紀
や
列
伝
よ
り
も
遅
れ
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
表
（
巻
一
百
自
序
）

に
明
記
さ
れ
て
い
る
（「
本
紀
列
伝
、
繕
写
已
畢
、
合
七
帙
七
十
巻
、
臣
今
謹
奏
呈
。
所
撰
諸
志
、

須
成
続
上
」、
二
七
〇
七
頁
）。

（
12
）　

厳
可
均
は
こ
の
案
語
を
沈
約
の
も
の
と
す
る
が
、
誤
り
「
案
、
張
溥
本
、
此
下
有
案
孫
皓
云
云
、

乃
沈
約
語
也
。
不
録
」（「
全
宋
文
」
何
承
天
「
論
呉
朝
設
楽
」
注
。『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
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朝
文
』
二
五
六
八
a
、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
影
印
）。

（
13
）　

陸
機
「
孫
権
誄
」
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
劉
運
好
は
「
以
文
意
推
之
、
所
欠
之
字
或
当
為
堂
」

と
推
測
す
る
（『
陸
士
衡
文
集
校
注
』
一
二
七
九
頁
、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
14
）　

こ
の
部
分
を
、
佐
竹
保
子
・
釡
谷
武
志
・
長
谷
部
剛
・
林
香
奈
・
佐
藤
大
志
「『
宋
書
』
楽
志

一
訳
注
稿
（
二
）」（
中
文
研
究
会
『
未
名
』
二
十
二
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
は
次
の
よ
う
に
訳
し

て
い
る
「
何
承
天
が
言
う
、「
世
間
で
は
み
な
呉
王
朝
に
は
雅
楽
が
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

思
う
に
、
孫
皓
が
父
を
明
陵
に
改
葬
し
た
と
き
（
二
六
七
）、
歌
い
め
の
歌
が
昼
も
夜
も
止
ま
な

か
っ
た
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
呉
王
朝
に
は
鍾
と
磬
の
登
歌
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
」。
承
天
は
言
う
、「
一
説
に
、
今
の
神
絃
を
、
孫
氏
は
宗
廟
の
登
歌
と
し
た
と
い
う
」。
史

官
が
考
え
る
に
、
陸
機
の
「
孫
権
の
誄
」
に
「
肆
夏
の
曲
は
御
霊
廟
に
奏
で
ら
れ
、
雲
翹
の
舞
が

□
に
続
く
」
と
あ
り
、
陸
機
が
嘘
を
つ
く
は
ず
は
な
い
。
ま
た
韋
昭
が
孫
休
の
時
代
に
鼓
吹
鐃
歌

十
二
曲
を
奉
っ
た
上
表
文
に
は
、「
楽
官
の
歌
の
う
ま
い
者
に
預
け
て
歌
を
練
習
さ
せ
る
の
が
宜

し
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
呉
王
朝
に
楽
官
が
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
歌
の

う
ま
い
者
で
あ
れ
ば
歌
詞
を
弦
楽
器
や
管
楽
器
の
調
べ
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
な
の
で
、

神
絃
だ
け
を
宗
廟
の
音
楽
と
す
る
事
態
な
ど
あ
り
得
よ
う
か
」。

（
15
）　

柳
川
順
子
は
「
秦
始
皇
に
始
ま
り
、
漢
王
朝
か
ら
民
間
の
富
豪
に
ま
で
広
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
陵

寝
制
度
も
呉
に
及
ん
で
お
り
、
末
代
の
帝
（
烏
程
侯
）
の
孫
皓
は
、
父
の
和
を
明
陵
に
改
葬
し
て

園
邑
を
置
き
、
寝
堂
を
設
け
、
祭
事
に
倡
妓
の
娯
楽
を
伴
っ
た
と
い
う
（
中
略
）
死
者
の
祭
り
に

倡
妓
を
伴
う
の
は
、
漢
代
、
中
原
一
帯
で
広
く
行
わ
れ
た
風
俗
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
（『
漢
代

五
言
詩
歌
史
の
研
究
』
四
三
八
頁
、
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
16
）　

楽
志
に
「
雲
翹
・
育
命
之
舞
」（
巻
十
九
楽
一
、
五
八
六
頁
）
と
あ
り
、「
雲
翹
」
が
舞
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
肆
夏
」
が
神
の
送
迎
の
際
に
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

元
嘉
年
間
に
行
わ
れ
た
議
論
の
結
論
の
ひ
と
つ
と
し
て
引
用
が
あ
る
「
祠
南
郊
迎
神
、
奏
肆
夏
。

皇
帝
初
登
壇
、
奏
登
歌
。
初
献
、
奏
凱
容
・
宣
烈
之
舞
。
送
神
、
奏
肆
夏
。
祠
廟
迎
神
、
奏
肆
夏
。

皇
帝
入
廟
門
、
奏
永
至
。
皇
帝
詣
東
壁
、
奏
登
歌
。
初
献
、
奏
凱
容
・
宣
烈
之
舞
。
終
献
、
奏
永

安
。
送
神
奏
肆
夏
」（
巻
十
九
楽
一
、
五
九
三
〜
五
九
四
頁
）。

（
17
）　

何
承
天
の
鼓
吹
鐃
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
楊
恩
玉
に
詳
細
な
分
析
が
あ
り
、
劉
裕
に
向
け
た

頌
徳
が
五
首
、
諫
誡
が
四
首
、
景
情
が
六
首
と
し
て
い
る
（『
何
承
天
伝
』
八
四
〜
九
三
頁
「
十
、

何
承
天
的
音
律
学
貢
献　

2
、
何
承
天
的
鼓
吹
鐃
歌
」、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
18
）　

韋
昭
「
鼓
吹
鐃
歌
」
の
専
論
と
し
て
、
高
橋
康
浩
「
韋
昭
「
呉
鼓
吹
曲
」
に
つ
い
て
│
│
孫
呉

正
統
論
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
十
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
。『
韋
昭
研
究
』、
汲

古
書
院
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
が
あ
る
。

（
19
）　

楽
志
に
引
用
さ
れ
る
他
の
「
芳
樹
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

芳
樹
、
日
月
君
乱
、
如
於
風
。
芳
樹
不
上
無
心
。
温
而
鵠
、
三
而
為
行
。
臨
蘭
池
、
心
中
懐
我

悵
。
心
不
可
匡
、
目
不
可
顧
、
妬
人
之
子
愁
殺
人
。
君
有
它
心
、
楽
不
可
禁
。
王
将
何
似
。
如
孫

如
魚
乎
。
悲
矣
。（「
漢
鼓
吹
鐃
歌
十
八
曲
」、
六
九
八
頁
）

　

邕
熙
、
君
臣
合
徳
、
天
下
治
。
隆
帝
道
、
獲
瑞
宝
、
頌
声
並
作
、
洋
洋
浩
浩
。
吉
日
臨
高
堂
、

置
酒
列
名
倡
。
歌
声
一
何
紆
余
、
雑
笙
簧
。
八
音
諧
、
有
紀
綱
。
子
孫
永
建
万
国
、
寿
考
楽
無
央
。

　
（「
魏
鼓
吹
曲
十
二
篇　

繆
襲
造
」、
七
〇
三
頁
）

　

天
序
、
応
暦
受
禅
、
承
霊
祜
。
御
群
竜
、
勒
螭
虎
。
弘
済
大
化
、
英
俊
作
輔
。
明
明
統
万
機
、

赫
赫
鎮
四
方
。
咎
繇
稷
契
之
疇
、
協
蘭
芳
。
礼
王
臣
、
覆
兆
民
。
化
之
如
天
与
地
、
誰
敢
愛
其
身
。

（「
晋
鼓
吹
歌
曲
二
十
二
篇　

傅
玄
作
」、
七
〇
八
頁
）

　

承
天
命
、
於
昭
聖
徳
。
三
精
垂
象
、
符
霊
表
徳
。
巨
石
立
、
九
穂
植
。
竜
金
其
鱗
、
烏
赤
其
色
。

輿
人
歌
、
億
夫
歎
息
。
超
竜
升
、
襲
帝
服
。
躬
淳
懿
、
体
玄
黙
。
夙
興
臨
朝
、
労
謙
日
昃
。
易
簡

以
崇
仁
、
放
遠
讒
与
慝
。
挙
賢
才
、
親
近
有
徳
。
均
田
疇
、
茂
稼
穡
。
審
法
令
、
定
品
式
。
考
功

能
、
明
黜
陟
。
人
思
自
尽
、
惟
心
与
力
。
家
国
治
、
王
道
直
。
思
我
帝
皇
、
寿
万
億
。
長
保
天
禄
、

胙
無
極
。（「
呉
鼓
吹
曲
十
二
篇　

韋
昭
造
」、
七
一
六
頁
）

（
20
）　

佐
藤
大
志
『
六
朝
楽
府
文
学
史
研
究
』
二
二
〇
〜
二
四
一
頁
「
第
四
章　

何
承
天
「
鼓
吹
鐃
歌
」

に
つ
い
て
│
│
そ
の
六
朝
楽
府
文
学
史
上
に
占
め
る
位
置
」
二
二
八
頁
、溪
水
社
、二
〇
〇
三
年
）。

（
21
）　

興
膳
宏
『
中
国
詩
文
の
美
学
』
一
二
四
〜
一
六
〇
頁
「
三　

五
言
八
句
詩
の
成
長
と
永
明
詩
人
」

一
三
四
頁
、
創
文
社
、
二
〇
一
六
年
）。「
楽
府
題
の
詩
を
複
数
の
詩
人
が
競
作
す
る
こ
と
は
、
実

は
永
明
年
間
に
始
ま
っ
て
い
る
。（
中
略
）
永
明
体
を
代
表
す
る
詩
人
謝
朓
の
『
謝
宣
城
詩
集
』

巻
二
に
、「
同
沈
右
率
諸
公
賦
鼓
吹
曲
名
先
成
為
次
」
と
題
す
る
一
連
の
作
品
が
あ
り
、
沈
約
を

中
心
に
、
謝
朓
、
范
雲
、
王
融
、
劉
絵
と
い
う
五
人
の
詩
人
が
集
っ
て
、
漢
の
鼓
吹
曲
の
楽
府
題

五
種
を
一
人
ず
つ
割
り
当
て
た
上
、
各
自
五
言
八
句
の
作
品
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
」（
同
上

一
二
九
頁
）。

（
22
）　

小
川
恒
男
「
六
朝
楽
府
詩
訳
注
（
六
）
│
│
「
芳
樹
」（
上
）
二
首
」（
広
島
中
国
文
学
会
『
中

国
学
研
究
論
集
』
一
九
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
に
謝
朓
と
王
融
、
小
川
恒
男
「
六
朝
楽
府
詩
訳

注
（
七
）
│
│
「
芳
樹
」（
中
）
四
首
」（
広
島
中
国
文
学
会
『
中
国
学
研
究
論
集
』
二
〇
、
二
〇

〇
八
年
四
月
）
に
沈
約
「
芳
樹
」
の
訳
注
が
あ
る
。

（
23
）　
『
藪
内
清
著
作
集
』
一
「
定
本　

中
国
の
天
文
暦
法
」
八
八
〜
一
〇
一
頁
「
三　

魏
晋
南
北
朝

の
暦
法
」
九
五
頁
、
二
〇
一
七
年
）。

（
24
）　

南
沢
良
彦
「
元
嘉
暦
と
戊
寅
暦
と
に
お
け
る
定
朔
平
朔
論
議
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』
三
〇
、

二
〇
〇
九
年
六
月
）。

（
25
）　

小
さ
い
頃
か
ら
暦
が
大
好
き
で
、
長
じ
て
か
ら
は
徐
広
の
観
察
記
録
を
引
き
継
い
だ
こ
と
に
つ

い
て
は
、
上
表
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
（「
臣
授
性
頑
惰
、
少
所
関
解
。
自
昔
幼
年
、
頗
好
曆
数
、

耽
情
注
意
、
迄
于
白
首
。
臣
亡
舅
故
秘
書
監
徐
広
、
素
善
其
事
、
有
既
往
七
曜
曆
、
每
記
其
得
失
。

自
太
和
至
太
元
之
末
、
四
十
許
年
。
臣
因
比
歲
考
校
、
至
今
又
四
十
載
。
故
其
疏
密
差
会
、
皆
可

知
也
」、
巻
十
二
律
暦
中
、
二
八
六
頁
）。

（
26
）　

何
承
天
の
作
暦
の
動
機
を
、
長
谷
部
英
一
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
「
宋
で
施
行
さ
れ
て
い
た
永

初
暦
は
二
三
七
年
に
魏
の
楊
偉
が
作
っ
た
景
初
暦
で
あ
り
、
暦
の
上
で
の
二
至
二
分
と
実
際
の
二

至
二
分
で
は
か
な
り
の
ず
れ
（
三
日
余
り
）
が
生
じ
て
い
て
、
こ
れ
で
は
正
し
い
礼
が
行
え
な
い

状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
是
正
し
、
礼
制
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
の
が
何
承
天
の
作
暦
の

第
一
の
動
機
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
杜
預
の
作
暦
の
動
機
と
の
大
き
な
違
い
な
の
で
あ
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る
。
杜
預
は
『
左
伝
』
を
解
釈
す
る
必
要
か
ら
、
二
つ
の
暦
元
を
交
互
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

永
久
に
使
用
で
き
る
暦
を
作
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
何
承
天
は
、
冬
至
点
が
尭
典
・
太
初

暦
・
四
分
暦
と
景
初
暦
・
現
在
の
観
測
結
果
で
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
自
分
の
作
っ
た
暦
が
過
去
に
適
用
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

作
暦
の
動
機
が
、
そ
の
当
時
の
礼
制
の
整
備
の
た
め
で
あ
る
な
ら
ば
、
過
去
に
適
用
す
る
必
要
も

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
中
略
）
何
承
天
が
過
去
八
十
年
間
の
観
測
記
録
を
も
と
に
し
て
い
て
、

『
春
秋
』
や
漢
魏
の
古
記
録
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
」。「
魏

晋
南
北
朝
の
暦
論
」（
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
『
中
国
哲
学
研
究
』
三
、
一
九
九
一
年
七
月
）。

（
27
）　

稀
代
麻
也
子
『
宋
書
の
な
か
の
沈
約
』（
二
〇
五
〜
二
六
〇
頁
「
第
Ⅳ
部　

表
現
者
の
称
揚
」

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。
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The description of He Chengtian 何承天 in Shen Yue’s “Songshu” 沈約『宋書』

Mayako KISHIRO

　By exploring the characteristics of the description related to He Chengtian, this study argues that the respect for 
scholars who linked academic achievements to expression activities is expressed in Shen Yue’s “Songshu.”
　In ben zhuan 本伝, whose main character is He Chengtian in the history book, the “Anbian lun” 安辺論 (discus-
sion about border defense), which is omitted in ben zhuan of the “Nanshi” 南史 as “I will not quote because of the 
large number of characters,” is quoted for a long time, along with a sentence dedicated to the state, stating the 
order of submission. In the comment by the historian (“shichen yue” 史臣曰), who states Shen Yue’s own 
thoughts in the “Songshu,” he refuses to explain the reason, “I posted it because it is a sentence based on a wide 
range of knowledge.” From this, it can be seen that Shen Yue evaluated He Chengtian so much that he quoted it 
even though he realized that the “Anbian lun” publication was unnatural.
　The characteristic of the description related to He Chengtian in the “Songshu” is the part of zhi 志 (institutional 
history) submitted later than that of ji zhuan紀伝 (biography of the Emperor and biography of other individuals) 
is remarkable. Shen Yue, as an exception, has a personally produced “Guchuinaoge” 鼓吹鐃歌 by He Chengtian. 
It also details how detailed the research results were on Yuanjia li 元嘉暦, which He Chengtian personally created. 
Shen Yue praised He Chengtian’s rigorous scientific thinking and scholarship as a result of the calendar and the 
expression of yuefu 楽府.

Abstract


